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ぶ
ら
り

島
田
の

宝
探
し

そ
の
２

｜
今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
期
待

す
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

道
川
さ
ん

　
「
今
回
は
招
待
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

し
て
、
海
外
か
ら
８
名
・
国
内
１

名
の
世
界
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

や
っ
て
き
ま
す
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
出
身
で
あ
り
な
が
ら
東
洋
の
静

の
感
覚
を
持
つ
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・

リ
ー
（
イ
ギ
リ
ス
）
や
、
屋
外
の

特
設
窯が
ま

で
３
メ
ー
ト
ル
近
い
オ
ブ

ジ
ェ
ア
ー
ト
の
作
製
を
計
画
し
て

い
る
ニ
ー
ナ
・
ホ
ー
ル
（
デ
ン
マ
ー

ク
）
な
ど
、
す
ご
い
メ
ン
バ
ー
が

や
っ
て
き
ま
す
よ
。
ま
た
前
回
同

様
に
、
次
代
を
担
う
若
手
陶
芸
家

も
60
名
近
く
参
加
す
る
予
定
で
す
。

ど
な
た
で
も
満
足
で
き
る
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
」

　

志
戸
呂
焼
は
、安
土
桃
山
時
代
「
上

志
戸
呂
窯が
ま

」
が
始
ま
り
と
さ
れ
、
徳

川
家
康
が
「
焼
き
物
免
許
の
朱
印
状
」

を
与
え
、
保
護
し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
茶
道
具
や

日
常
雑ざ
っ
き器

が
多
く
焼
か
れ
、
製
品
の

底
に
「
志
戸
呂
」
印
が
あ
る
も
の
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
加
賀
藩
な

ど
の
大
名
屋
敷
で
も
使
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

現
在
で
も
、
そ
の
伝
統
を
受
け
継

い
だ
窯か
ま
も
と元

が
活
躍
し
て
お
り
、
黄
色

や
黒
の
釉ゆ
う
や
く薬

を
掛
け
た
味
わ
い
が
あ

る
焼
き
物
は
、
ま
さ
に
島
田
の
宝
物

に
ふ
さ
わ
し
い
一
品
で
す
。

《
６
月
の
機
織
体
験
開
催
日
》

２
日
㈰
、
４
日
㈫
、
５
日
㈬
、

６
日
㈭
、
８
日
㈯
、
12
日
㈬
、

13
日
㈭
、
14
日
㈮
、
16
日
㈰
、

18
日
㈫
、
19
日
㈬
、
21
日
㈮
、

22
日
㈯
、
25
日
㈫
、
26
日
㈬
、

27
日
㈭
、
30
日
㈰

【
国
際
陶
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

　

国
際
的
に
活
躍
し
て
い
る
陶
芸
家

を
集
め
、
ア
ー
ト
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
を
図
ろ
う
と
、
日
本
を
代
表
す

る
陶
芸
家
「
道み
ち
か
わ川

省し
ょ
う
ぞ
う

三
さ
ん
」
の
協

力
を
得
て
、
平
成
23
年
に
川
根
町
笹

間
上
に
あ
る
「
山
村
都
市
交
流
セ
ン

タ
ー
さ
さ
ま
」
を
会
場
に
初
め
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
回
目
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、

海
外
・
国
内
の
招
待
陶
芸
家
15
人
を

は
じ
め
、
国
内
の
若
手
陶
芸
家
約
60

人
が
参
加
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
体

験
教
室
、
展
示
販
売
や
交
流
イ
ベ
ン

ト
な
ど
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
行
委
員
会
で
は
、
２
年
に
１
度
の

継
続
的
な
開
催
を
計
画
し
、
今
年
で

２
回
目
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

　

４
月
４
日
に
は
、
実
行
委
員
長
の

北き
た
じ
ま島

享と
お
るさ

ん
と
道
川
省
三
さ
ん
が
市

長
の
も
と
を
訪
れ
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
向
け
て
の
意
気
込
み
を
報
告
。

市
長
は
「
国
際
的
な
事
業
が
地
域
の

手
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
。
中
山
間
地
域
の
活
性
化
の

国
際
陶
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
川
根
町
笹
間
地
区
の
皆
さ
ん
を
中
心

に
組
織
し
た
実
行
委
員
会
に
よ
り
、
平
成
23
年
に
初
め
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
２
回
目
の
今
回
も
、
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
11
月
の
開
催

に
向
け
動
き
出
し
ま
し
た
。
中
山
間
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て
多
方
面
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

【
道
川
省
三
さ
ん
に
聞
く
】

｜
な
ぜ
笹
間
で
の
開
催
を
考
え
た
の

で
し
ょ
う
か
。

道
川
さ
ん

　
「
縁
あ
っ
て
笹
間
の
地
を
訪
れ
た

際
、
自
然
の
豊
か
さ
と
笹
間
に
住

む
皆
さ
ん
の
心
の
温
か
さ
に
触
れ

て
、
ぜ
ひ
こ
の
地
で
国
際
規
模
の

陶
芸
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
み
た
い

と
強
く
思
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
地

は
、
陶
芸
に
縁
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
動
き
出
し
の
頃
、

中
心
と
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
は
、
本
当
に
大
変
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
中
か
ら
多
く
の
陶

芸
家
が
一
カ
所
に
集
ま
り
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
す
る
と
い
う
こ
と
は
前

例
の
な
い
こ
と
。
だ
か
ら
こ
そ
、

陶
芸
に
関
わ
り
の
な
い
『
笹
間
の

地
』
で
の
開
催
は
意
義
の
あ
る
こ

と
な
の
で
す
」

第
２
回 

国
際
陶
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

自主文化
TOPICS

事業情報

アートディレクター
陶芸家（愛知県）

志戸呂焼

道 川 省
三


